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コピー /pg全N A)であった.一方,GHM は視床下
部弓状核 ･正中隆起にほぼ限局的に分布し,大脳皮質
や胃には観察されなかった.血中グレリンの由来を明
らかにする目的で胃全摘をおこなうと,術後60分後の
血中グレリン値は前値の1/20に低下した.一方,GHM ,
ソマトスタチンや GH血中濃度は胃全摘術後も有意な
変動を示さなかった.さらに,胃グレリンと視床下部
GfRHの分子構造をあきらかにするため,RT･PCR,5'
と3'RACEをおこなった.サルグレリンとGHRHは
ヒトグレリン(1128)OHとGHM (1-44)NH2とはそれ
ぞれ11位部と34･38位のアミノ酸残基がことなってい
ることを明らかにした.
以上の成績から,グレリン産生細胞はマカクザル
においても胃ペブタイドであり,視床下部や大脳には
存在しないこと,末梢中グレリンの主な分泌源は胃体
部であること,ペプチドの一次構造はGHM と同様に
種差があることが明らかとなった.
4-1チンパンジーにおける声道形状の成長変化
西村剛 (京都大･理･自然人類)
ヒトの声道は口腔と咽頭腔から成る二共鳴管構造
であるが,他の噴乳類の声道は口腔のみから成る単共
鳴管構造である.この声道の二共鳴管構造は,話しこ
とばの形態学的基盤の一つである.ヒトでは,生後,
口腔に対して咽頭腔が大きく伸長し,二共鳴管構造が
発達する.よって,二共鳴管構造は,ヒト系統で咽頭
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